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0:5  aA  rA (i  1)
0:5 (otherwise)
(2)




aA = aA;1  aA;2     aA;n (3)














2(c1 + c2 +    cn)=n (n  1)
1 (otherwise)
(5)
この時 n は確率を計算している方向を d とした時，d の方向
にいるエージェントの数である．
3 計算機シミュレーション
10 × 10 の格子状フィールドを用意し，3 体のエージェント
と 1 つの目的地を配置する．ステップ数の上限は 100 とし，そ
れを 10000 回繰り返して学習を行う．エージェントはそれぞれ
A1，A2，A3 とし，A1 から A2 に対する協調度を c(A1; A2) と
表す．性能評価は協調度の変化と経路によって行う．
協調度は初期値を 0.5 とする．a について，取得する情報の
数を 2 つとする．また，値は固定とし，すべてのエージェント







協調度の変化について，初期位置が近い A1 と A2 は互いに協
調しやすくなっているが，少し離れている A3 については最初に
上がった後はすぐに下り，初期値とほぼ変わらない値となって
いる事がわかる．経路については，A1 と A2 は協調しながら，
A3 は単独でそれぞれ目的地へ向かっており，協調度通りの行動
をしていることがわかる．
4 まとめ
本研究では協調度を用いた行動選択法に対し改善案を提案し
た．協調度の更新と，複数相手への対応を確認できた．
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